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住
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
二
元
代
表
制
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
に
は
議
員
を
増
や
す
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ

る
。
議
員
定
数
削
減
は
住
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
と
は
次
元
が
違
う

論
説
で
あ
る
。　

　

本
町
議
会
は
議
会
改
革
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
条
例
の
実
践

が
不
十
分
で
あ
る
な
ら
、
14
人
の
議
員
が
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
議
会
報
告
会
、
委
員
会
活
動
の
活
性
化
に

取
り
組
み
、
住
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

議
員
定
数
の
削
減
は
、
議
会
自
ら
が
批
判
と
役
割
を
否
定
し
、
議

員
力
の
向
上
に
背
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
町
民
の
声
を
町
政
に
反

映
す
る
に
は
、
身
近
な
議
員
の
存
在
は
大
き
い
。

　

議
員
に
よ
る
自
由
な
意
見
交
換
こ
そ
、
議
会
力
と
議
員
の
資
質
の

向
上
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　

人
口
2
万
人
の
愛
荘
町
議
会
の
定
数
は
14
人
で
良
い
と
考
え
反
対

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
己　
　

保

　

本
町
の
財
政
は
、
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
の
落

ち
込
み
、
ま
た
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
危
機

的
な
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
等
の
費
用

が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
も
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
秦
荘
や
図
書
館
等
の
施
設
改
修
や
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨
房

機
器
更
新
な
ど
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
職
員
定
数
条
例
の
増
員
に
係
る
改
正
議
案
も
本
議
会
で

可
決
さ
れ
、
今
後
も
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と

と
も
に
人
件
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
議
員
自
ら
が
身
を
切
る
改
革
に
よ
り
、

町
の
財
政
基
盤
の
安
定
に
寄
与
す
べ
き
と
の
思
い
か
ら
賛
成
す
る
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
西　

作
雄

　

愛
荘
町
議
会
は
、
こ
こ
数
年
で
活
動
が
活
発
に

な
り
充
実
し
て
き
た
。
議
案
の
否
決
・
修
正
動
議
・

町
長
へ
の
問
責
決
議
な
ど
、
議
会
の
意
思
を
前
面
に
出
す
機

会
も
顕
著
で
あ
る
。
議
員
全
員
が
発
言
を
し
、
一
般
質
問
も

毎
議
会
７
～
８
割
の
議
員
が
行
っ
て
い
る
。
こ
の
議
会
活
動

の
充
実
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

ず
、
議
員
定
数
の
削
減
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

　

提
案
理
由
の
中
で
、「
財
政
状
況
が
厳
し
い
」
と
し
て
い

る
が
、
議
員
の
仕
事
は
、
町
民
の
声
を
町
政
に
届
け
、
出
さ

れ
た
議
案
を
町
民
の
立
場
か
ら
判
断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
町

民
が
気
軽
に
話
が
で
き
る
議
員
が
身
近
に
い
て
こ
そ
、
町
民

の
声
を
町
政
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
数
を
減
ら
す
こ

と
は
議
員
の
役
割
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
訴
え
、

反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧　

す
み
江

　

町
民
の
代
表
と
し
て
議
会
が
機
能
す
る
か
否
か

は
、
議
員
の
数
で
は
な
く
質
に
左
右
さ
れ
る
面
が

大
き
い
。
現
在
、
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
、
増
加
す

る
無
投
票
、
定
数
割
れ
が
起
き
て
い
る
が
、
4
年
に
一
度
の

選
挙
戦
が
必
ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
主
権
者
意
識
涵
養
の
要

で
あ
り
、
選
挙
戦
の
機
会
が
度
重
な
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
は

地
方
自
治
の
弱
体
化
を
招
く
。
議
会
は
、
団
体
意
思
決
定
、

行
政
監
視
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
役
割
を
行
い
、
単
な
る
多
数
決

の
場
で
は
な
く
、
議
論
を
通
じ
て
団
体
意
思
決
定
を
す
る
場

で
あ
る
。
議
員
は
自
己
研
鑽
に
努
め
、
町
民
の
思
い
、
地
域

の
課
題
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
建
設
的
な
議
論
対
話
を
し

て
議
員
力
の
向
上
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
議
員
定
数
削
減
に

賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　
　

定

　愛荘町を含む地方議会は、さまざまな問題が指摘されてきた。特に、住民との直接対話、住民参加が不十分などの指
摘がある。住民参加とは、議会・議員全員が自ら行うことであり、住民の信頼を得るためには、議会運営のあり方はも
ちろん、議員定数の問題など、改革に取り組む強い覚悟と行動が必要である。議員は、住民自治を強化する観点から、
今以上に議会改革を進め、さらに議員力の向上に努めなければならない。
　議員定数は、議会が民主主義、地方自治法の根幹をなす重要な機能を果たすものだけに、議員報酬や財政事情だけで
考えられるものではない。町議会議員の適正規模は、議会活動の中身に照らし、議会の活性化問題と併せて判断される
べきものである。
　これまで、議員定数については合併時の16人から平成24年には14人になり、報酬については、平成28年に月額24
万円になった。現在、物価高騰などの影響により経済が大変厳しい状況であり、本町もコロナ対策や物価高騰対策に税
金等を投入し財政状況も大変厳しい。議会が現在の議員定数14人を12人にし自ら身を切る改革を行うことで、子ども
達の教育や福祉等に財源が使うことができる。
 　全国町村議会議長会の資料では、令和５年７月１日時点の全国町村の議会は926のうち、議員のなり手不足により
議員定数に達していない議会は174、令和元年５月から令和５年４月までの４年間では無投票が254、立候補者が「定
数＋１」で無投票をなんとか回避した数は299であり、議員のなり手不足が深刻化し、地方自治の根幹を揺るがす事態
となっている。令和４年２月の本町議会議員一般選挙においても、歴史上はじめて無投票となった。県内でもこのよう
な状況があり、定数削減が実施されている。　
　議員定数の削減により、町民の思いが町政に反映されにくくなる、監視機能の低下する等が懸念されているが、本町
議会では団体との意見交換会を行い、最前線で活動されている方々の意見を把握できた。また、姉妹都市である栃木県
那珂川町議会を参考に、議会改革、議員力の向上、議会報告会、意見交換会などを積極的に実施し、町民の声を把握す
べきとの議員からの意見がある。
　全国の同規模自治体の人口・面積等を鑑みれば、本町議会の議員定数の削減は可能である。何よりも町民の負託に応
えられるよう、議員一人ひとりの資質、審議能力の向上に日々研鑽に努め、議員活動に励むことが肝要であり責務でも
ある。
　愛荘町の将来を真摯に考え、本町議会も町とともに率先して議会改革に身を投じ、議決責任を果たすべく、そして、
町民の福祉向上に議会活動に邁進することを改めて確認し合い愛荘町議会議員の定数「14人」を「12人」に改定する。

提出者　　澤田　源宏　　
賛成者　　久保田正利　　村田　　定　　上田　太治　　髙橋　正夫　　村西　作雄　　竹中　秀夫

12月定例会は、11月22日に開会し 12月20日に閉会した。
一般質問は 12月９日、10日に行い、議案審議を 12月10日、20日に実施した。
町長提案議案は追加議案を含め 25件、議員提出議案は７件であった。

この条例は、公布の日から施行し、この条例の施行の日以後初めてその期日を告示される一般選挙から適用する。

提案の趣旨

議提第17号　愛荘町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
愛荘町議会議員の定数を 14人から 12人に改める。
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